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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月3日(2011.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおいて動作するノードを動作させる方法であって、
　初期段階の間に、前記無線ネットワークとの通信を開始するために、伝送電力およびデ
ータ伝送速度を初期設定値に設定し、前記初期設定値を前記無線ネットワークに伝送する
ステップと、
　基準段階の間に、前記無線ネットワークとの通信が前記初期段階によって確立されると
、速度適応および少なくとも１つの変数推定を実行中に、最大電力で伝送するステップと
、
　動作段階の間に、前記基準段階から得られた情報に基づいて伝送に最適な伝送電力レベ
ルで伝送するステップと、
　を備える方法。
【請求項２】
　基準段階と操作段階を交互するサイクルは周期的に繰り返される、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記無線ネットワーク内のすべてのノードは、あらゆるノードが同時に基準段階と動作
段階を実行するように同期化される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記データ伝送速度の初期設定値は、最大設定値に設定される、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
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　前記伝送電力およびデータ伝送速度を初期設定値に設定する前記ステップは、前記無線
ネットワークによってプローブパケットが受信されるまで、連続するパケットごとに伝送
電力を増大させながら、複数のプローブパケットを伝送するステップをさらに備えている
、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線ネットワークによってプローブパケットが受信されるまで、連続するパケット
ごとに伝送電力を増大させながら複数のプローブパケットを伝送する前記ステップは、最
大伝送電力に到達しても前記プローブパケットがネットワークによって受信されない場合
、前記伝送電力および前記データ伝送速度の両方を低減するステップをさらに備える、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記基準段階の間に、
　最大伝送電力で実現可能な最適なデータ伝送速度を推定するステップと、
　潜在的な受信機側干渉を推定するステップと、
　送信機から受信機へのパケットの予想伝送時間を推定するステップと、
　取得されたそれらの情報を前記動作段階に伝達するステップと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記動作段階の間に、
　速度適応を実行するステップと、
　電力制御によってもたらされる望ましくない速度適応、受信機側干渉、および非対称チ
ャネルアクセスの問題を検出するための変数を推定するステップと、
　前記基準段階の間に生成された基準情報に基づいて、望ましくない速度適応、受信機側
干渉、および非対称チャネルアクセスの問題を回避するために最適な伝送電力レベルで動
作するステップと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記変数を推定する前記ステップは、
　動作中に最適な伝送電力で実現可能な最適なデータ伝送速度を推定するステップと、
　動作中に潜在的な受信機側干渉を推定するステップと、
　前記送信機から前記受信機へのパケットの予想伝送時間を推定するステップと、
　をさらに備える、請求項８に記載の方法。


	header
	written-amendment

